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1 f : X −→ X を写像とする. Γf = {(x, f(x))}は f のグラフ, Δ = {(x, x)}は対
角線集合で, いずれもX × X の部分集合になる. また, c : X × X −→ X × X,

p : X × X −→ Xをそれぞれ c(x, x′) = (x′, x), p(x, x′) = xで定義する.

(1) pにより Γf ∩ Δ ∼= {x | x = f(x)}となる, 即ち, 写像 pの Γf ∩ Δへの制限は

{x | x = f(x)}への全単射となることを示せ.

(2) c(Γf)がある写像 g : X −→ Xのグラフであるための必要十分条件は, f が全単

射であることを示せ.

2 N を次の 5次複素正方行列とする．

N =

⎛
⎜⎜⎜⎜⎝

0 1 1 1 1
0 0 0 0 1
0 0 0 0 1
0 0 0 0 1
0 0 0 0 0

⎞
⎟⎟⎟⎟⎠ .

この問題では, P−1NP がジョルダン標準形となるような正則行列 P を一つ求め, そ

のときの P−1NP を求める.

(1) N2 �= O, N3 = Oを確かめよ. また, N2u1 �= 0 となるu1 ∈ C5を一つ求めよ.

(2) 任意のベクトル v ∈ C5に対して, NvはNu1, N
2u1の一次結合で表せることを

示せ.

(3) u1, Nu1, N
2u1, u2, u3 が, C

5 の基底となるような u2, u3 ∈ C
5で, Nu2 = 0,

Nu3 = 0となるものを一組求めよ.

(4) P−1NP がジョルダン標準形となるような正則な 5次複素正方行列 P を一つ求

め, そのときの P−1NP を求めよ.

3 函数 f : [0, 1]2 −→ Rを, 次で定義する.

f(x, y) =

⎧⎪⎨
⎪⎩

y−2 (0 < x < y < 1のとき),

−x−2 (0 < y < x < 1のとき),

0 (その他).

このとき,

∫ 1

0

(∫ 1

0

f(x, y) dx

)
dy �=

∫ 1

0

(∫ 1

0

f(x, y) dy

)
dxを示せ.


